
                                                    

 

 

  

 

    

  
 

   

   

  

 

   

   

   

   

 

 

  

 

  

  

 

  

  

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

★ゆめじゅく編集委員会 

2日(月)   13時 30分～ 

★移動図書館青い鳥号 

4日(水)・18日(水) 

14時～14時 40分 

★「人権のつどい日」 

 11日(水)  19時 30分～21時 00分 

講座「認知症介護から見えてくる人権」 

～認知症を知り、認知症の人の気持ちに寄り添う～ 

講師：認知症看護認定看護師 

★回転木馬（瀬戸児童館） 

11日(水) 10時 30分から 

★瀬戸会館・瀬戸児童館合同消防訓練 

  12日(木) (瀬戸会館・瀬戸児童館) 

★木曜会（瀬戸会館） 

19日(木) 19時～ 

★人権・同和教育関係行事 

5日(木) 

隣保館長等研修会（北条） 

6 日(金)   

隣保館職員実務担当者研修会（北条） 

Ｅ－ｍａｉｌ ： s e t o@c i t y . n i i h ama . l g . j p  

新居浜市瀬戸町７‐30 〒792-0821 

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０８９７―４１―５８５９（Fax 兼用） 

 

 

瀬 戸 会 館 

８月１２日から１４日までの３日間、第 12回であい展

を開催しました。初日のオープニングセレモニーでは４つ

のサークルの発表。最初に登場したのは、社友会歌ごえの

みなさん。最後の曲「ふるさと」を全員で歌い、会場が一

つの輪になりました。続いて登場したのは、バレエ教室の

二人のかわいい妖精たち。愛くるしい踊りに会場の空気は

一気に和み、あまりのかわいさに会場は割れんばかりの拍

手に包まれました。３番目に登場したのは、ハーモニカの

サークル(冬木美)の皆さん、波多野和滋さんの「帰れソロン

トへ」の独奏に、会場の聴衆は、うっとりとハーモニカの

音色に聞き入っていました。最後は、詩吟サークル(清鏡会)

が、「鞭声粛粛 夜河を過る」の一節で有名な頼山陽の「川

中島」を吟じ、オープニングのフィナーレを飾りました。 

東京電力福島第一原子力発電所事故による福島県

民に対する偏見や差別が、大きな社会問題となっ

ています。そこで今年度は、『牛と土～福島、3.11

その後～』と『その後の福島』、２冊の福島原発

事故関係の本を購入しました。人権・同和教育関

係は、『差別と迷信』『「差別はいけない」とみ

んないうけれど。』の２冊です。 

 加えて、三浦しをんさんの『愛なき世界』を始

め、森見登美彦『熱帯』、平野啓一郎『ある男』、

木皿泉『さざ波のよる』、知念実希人『ひとむぎ

の手』、の本屋大賞ノミネート５作品。そして、

『いのちをいただく』『ひらがなにっき』の２冊

の絵本を購入しました。 

 合計１１冊の新刊図書は、９月いっぱい、事務

室前に展示して、１０月１日より貸し出しします。 

 

１階会場では、泉川保育園・東田保育園・泉川小学校・泉川中学

校の児童生徒の絵画作品。社友会ＰＣ、リトミック、瀬戸児童館の

活動報告とハーバリウムの体験教室。そして、「押し花」、「くる

くる座布団」、「つまみ細工」、「組木細工」、「ポーセラーツ」、

「ハンドメイド」、「紙バンド」「ひょうたん」「アートフラワー」

の多数の作品を展示しました。いずれの作品も細かいところまで気

を配って作られており、見に来てくださった方々は感心しきりでし

た。 

 台風１０号のため、楽しみにしていた瀬戸・寿夏祭りは中止
になりましたが、それにも関わらず、であい展に訪れてくださった

皆様方、本当にありがとうございました。 

 

21日 18時からレイグラッチェフジに

てゆめじゅく会懇親会を行いました。 

参加者は 39名で、暑い中でしたが、ビール

が美味しい～と言って、和気あいあいと盛り

上がっていました。 

mailto:seto@city.niihama.lg.jp


 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

月 火 水 木 金 土 

 

ピアノクラブ 

楠木クラブ 
ピンポン 

べっぴんさん 
こども塾 

着付け 

 

ハンドメイド 
詩 吟 
若葉会 

ZUMBA  

フラダンス 
社友会パソコン 

レインボー体操Ｂ 

A-one 
 

 

水美会 

詩吟 

スクエアダンス 

バレエ 

 

 
リトミック 

レインボー体操 A 

紙バンド 
エストレージャ 

ZUMBA 

 

健康体操 

ピンポン 

エストレージャ 

フラダンス 

 

 

小学生パソコン 

ポーセラーツ 

スクエアダンス 

 

 

ピアノクラブ 

楠木クラブ 

ピンポン 

べっぴんさん 

こども塾 

着付け 

 

ハンドメイド 

詩 吟 

若葉会  

ZUMBA 

フラダンス  

社友会パソコン 

A-one 

 

 

水美会 

詩吟 

スクエアダンス 

ポーセラーツ 

バレエ 

とどけあカフェ 

人権のつどい日 

 

リトミック 

紙バンド 
レインボー体操 A 

社友会歌ごえ 
エストレージャ 

ＺＵＭＢＡ 

 

 

 

健康体操 

つまみ細工 

ピンポン 

エストレージャ 

フラダンス 

  

小学生パソコン 

小学生料理教室 

スクエアダンス 

てんこく 

 

 

 

ハンドメイド 

詩 吟 
若葉会 

ZUMBA 
フラダンス 

社友会パソコン 

レインボー体操Ｂ 

A-one 

 

 

 

 

水美会 

スクエアダンス 

バレエ 

 

3B 体操 
リトミック 
紙バンド 

レインボー体操 A 

エストレージャ 
ＺＵＭＢＡ 

木曜会 
着付け 

 

健康体操 

ピンポン 

シネマの会 

エストレージャ 

フラダンス 

詩吟 

 

小学生パソコン 

ポーセラーツ 

スクエアダン 

 

 
 

 

ハンドメイド 

詩 吟 

男の料理教室 

ZUMBA 

フラダンス 

社友会パソコン 

A-one  

 

 

水美会 

スクエアダンス 

押花 

バレエ 

 

3B 体操 
紙バンド 

社友会歌ごえ 
レインボー体操 A 

エストレージャ 

ＺＵＭＢＡ 

着付け 

木曜会 

 

健康体操 

つまみ細工 

ピンポン 

エストレージャ 

フラダンス 

 

 

 

 

 

てんこく 

スクエアダンス 

 

 

ピアノクラブ 

楠木クラブ 

ピンポン 

べっぴんさん 

こども塾 

着付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

詩人の吉野弘さんの作品の中に「祝婚歌」と題する詩があります。新しく結

ばれる二人へのはなむけとして書かれたものですが、人権課題にも奥深い示唆

を与えてくれます。  

   

二人が睦まじくいるためには  愚かでいるほうがいい 

立派過ぎないほうがいい  立派過ぎることは 

長持ちしないことだと気付いているほうがいい  （中略） 

正しいことを言うときは 相手を傷つけやすいものだと  

気付いているほうがいい 立派でありたいとか 

正しくありたいとかいう 無理な緊張には色目を使わず  

ゆったり ゆたかに 光を浴びているほうがいい （後略） 

 

深く考えさせられたことは、人間として自分の弱さや愚かさに気付くこ

との大切さです。それに気付いている人は、決して他者を差別しないと思

います。  

 さらに、「正しいことを言う時は、少しひかえめにするほうがいい」という  

一節も、ぐさりと胸をさされました。時に「正義」を振りかざしてかえって人  

の心を傷つけることはなかったか、内心忸怩
じ く じ

たるものがあります。  

※忸怩
じ く じ

とは。自分の行いについて、心のうちで恥じ入るさま  

瀬瀬戸戸会会館館使使用用状状況況 9 月分 

2 

24 25 

午 前 

午 後 

夜 間 

17 16 

23 26 27 

30 

9 

 

今月は、「人権のつどい日」と「瀬戸会館であい展」

のコラボ企画として、落語家の芸乃樽斗（げいのたる

と）さんを講師にお招きし、『笑って考える人権落語

会』を開催しました。  

         とかく、人権は難しいものだと思いがちです。でもそ  

んなことはありませんでした。笑って楽しみながら落語

を聞くことを通して、心温まる  

人権について考えてみる良い  

機会になりました。  
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